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FGFR1

BFGFR; CD331; CEK; FGFBR; FLG; FLJ99988; FLT2; HBGFR; KAL2; N-SAM; OGD;FGF Receptor 1;
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	応用
	抗原情報
	背景
	線維芽細胞増殖因子（FGF）は、細胞表面受容体チロシンキナーゼを介したシグナル伝達によって、標的細胞において細胞分裂促進作用および血管新生作用を発揮します。各受容体は、細胞外リガンド結合ドメイン、膜貫通ドメイン、および細胞質キナーゼドメインを有します。リガンド結合および二量体形成後、受容体は特定のチロシン残基でリン酸化されます。FGFR1の細胞質側末端にある7つのチロシン残基（Tyr463、583、585、653、654、730、および766）がリン酸化されます。線維芽細胞増殖因子の細胞表面受容体として機能するチロシンタンパク質キナーゼは、胚発生、細胞増殖、分化、および遊走の調節において重要な役割を果たします。胚発生中の正常な中胚葉パターン形成と正しい体軸形成、正常な骨格形成、およびゴナドトロピン放出ホルモン（GnRH）神経系の正常な発達に必要です。PLCG1、FRS2、GAB1、およびSHBをリン酸化します。リガンド結合は、いくつかのシグナル伝達カスケードの活性化につながります。PLCG1の活性化は、細胞シグナル伝達分子であるジアシルグリセロールとイノシトール1,4,5-トリスリン酸の生成につながります。FRS2のリン酸化は、GRB2、GAB1、PIK3R1、およびSOS1のリクルートメントを誘発し、RAS、MAPK1/ERK2、MAPK3/ERK1、MAPキナーゼシグナル伝達経路、およびAKT1シグナル伝達経路の活性化を媒介します。SHC1、STAT1、およびPTPN11/SHP2のリン酸化を促進します。核内では、RPS6KA1およびCREB1の活性を増強し、転写制御に寄与する。FGFR1シグナル伝達は、IL17RD/SEF、およびFGFR1のユビキチン化、内在化、分解によってダウンレギュレーションされる。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;Adherens_Junction;アクチンと細胞骨格を制御;がんにおける経路;前立腺がん;黒色腫;
	画像データ
	

	SH-SY5Y 細胞溶解物中の FGFR1 発現のウェスタン ブロット解析。

